
 

 

 
報道関係 各位 

20１9 年9 月29 日 
株式会社日本レースプロモーション 

 
9 月 28 日（土）～29 日（日） 

2019 年 全日本スーパーフォーミュラ選手権 第 6 戦 岡山国際サーキット 

決勝結果速報 
 

山下 健太（コンドー レーシング）が、初優勝を遂げる！ 
 

2019年 全日本スーパーフォーミュラ選手権 第6戦 岡山国際サーキット 決勝が、岡山国際サーキット（1周:3.703km）で行われ、2位

からスタートした山下 健太（コンドー レーシング）が初優勝し、今季6 戦目で 6 人目の勝者となった。 

 

2 位には、4 番手からスタートした中嶋 一貴（バンテリン チーム トムス）が続き、今季初の表彰台。12 番手スタートのルーキー、ハリソ

ン・ニューウェイ（ビーマックス・レーシング ウィズ モトパーク）が自身初の 3 位に入った。 

ポールポジションからスタートした平川 亮（イトウチュウエネクス チーム インパル）は、タイヤ交換のタイミングやコースオフなどによ

り、12 位でレースを終えた。 

 

 今大会前に28ポイントでランキングトップだったニック・キャシディ（バンテリン チーム トムス）は、10位でポイント獲得ならず。一方、ラ

ンキング 2 位だった山本 尚貴（ドコモ・チーム・ダンディライアン・レーシング）は、16 番手スタートながら、今大会より施行されたタイヤ交

換義務のレギュレーションを上手く使ったレース戦略などにより、7 位で 2 ポイントを獲得、29 ポイントでランキングトップに返り咲いた。 

 これにより、ランキングはトップ山本29 ポイント、2 位キャシディ 28 ポイント、アレックス・パロウ（ティーシーエス・ナカジマレーシング）

が 25 ポイントでランキング 3 位、山下が 21 ポイントで 4 位、小林が 19 ポイントで 5 位と、混戦の中最終戦を迎えることとなった。 

 

なお、今大会は、セーフティカーの導入などにより、68 周の周回を終える前に最大レース時間の１時間30 分を迎えたため、66 周でレ

ースは終了した。 

 

  次戦、2019年全日本スーパーフォーミュラ選手権 最終戦 第18回JAF鈴鹿グランプリ は、10月26日(土)に予選、27日(日)に決勝レ

ースが開催される。  

 

 ＊ランキングポイントは、オフィシャルサイトに掲載いたしますので、そちらをご参照ください。 

 ＊記録の詳細は、別途添付公式通知「決勝 正式結果表」をご参照ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

初優勝を遂げた、山下 健太（コンドー レーシング） 

 

 

 

 

＊この件に関するお問い合わせは、下記までお願いいたします。 
株式会社日本レースプロモーション（http://www.superformula.net/） 

102-0074東京都千代田区九段南2-3-25 平安堂ビル 
e-mail：media@superformula.net  Tel:03-3237-0131 Fax：03-3237-0135 

 



 

 

 


